
11

住宅業界・行政の動き（住宅業界・行政の動き（20092009年度版）年度版）

((有有))ワタショウワタショウ



22

法制度ロードマップ法制度ロードマップ法制度ロードマップ法制度ロードマップ

((有有))ワタショウワタショウ



33◆行政主導の流れ（民から官へ）◆行政主導の流れ（民から官へ） ((有有))ワタショウワタショウ



44◆行政主導の流れ（民から官へ）◆行政主導の流れ（民から官へ）

安全性の確保

保証・安心

温暖化対策

ロングライフ化

義務化義務化
によるふるいわけによるふるいわけ

差異化差異化
によるふるいわけによるふるいわけ

((有有))ワタショウワタショウ



55◆◆変わる住宅業界と工務店様の対応変わる住宅業界と工務店様の対応

＋＋
新法、法改正、省エネ新法、法改正、省エネへの対応が必要への対応が必要

売り方

基本姿勢

競争力 ・営業マンの数×有効訪問回数

経営指標

・建設販売の限定エリア ・建設は地元 販売は全国
マーケティング

・商品力×コンサルティング力

・顧客満足 ・社会満足と顧客満足のバランス

・御用聞き型顧客満足至上主義 ・メーカー型マスカスタマイズ主義

商品

・後定義でプランニング⇒変更・追加 ・前定義で性能、価格全て確定⇒定性・定価販売

・建てる家（後定義契約） 顧客全主導 ・選ぶ家（前定義契約） 定義内顧客主導

産業の方向性

これまでの住宅産業 2010年からの住宅産業

・所有することの価値（所有価値）

・持家売り切りビジネス

・持家事業､賃貸事業が専門事業として成立

・新築住宅の建築受注益で生きる

・利用することの価値（利用価値）

・住宅活用ビジネス（賃貸と持家ビジネスのバラン

スが重要）

・ストック循環ビジネスと新築バランス

・ただ今現在の流行と見た目の立派さ

・売り逃げ商品

・注文住宅が高級住宅（カスタマイズ住宅）

・歴史を乗り越える仕組み全体商品

・メンテナンス保証、再販保証
・高感性、高性能企画住宅 （マスカスタマイズ住宅）

((有有))ワタショウワタショウ



66

●長期優良住宅アピールの年

●ストック循環経営へシフト

自社の特徴、差別化を明確にする事が必要自社の特徴、差別化を明確にする事が必要

【【今、市場は・・今、市場は・・】】

■年間５棟未満

顧客層の変化
どう元請として存続す
るかが課題

不況期・受注環境
が厳しい

■大手ハウスメーカー ・・・ エコ戦略
●大和ハウス 外断熱

●積水ハウス ゼロエミッション

●積水ハイム 光熱費ゼロ

●ミサワホーム 地熱活用

●住友林業 国産材活用

一方････一方････

((有有))ワタショウワタショウ



77

長期優良住宅とは・・・長期優良住宅とは・・・

((有有))ワタショウワタショウ



88

環境変化の環境変化の 『『背景背景』』

((有有))ワタショウワタショウ



99■■時代をとりまく環境変化の時代をとりまく環境変化の『『大きな背景大きな背景』』

地球温暖化地球温暖化

実は 地球の温暖化地球の温暖化 が大きな背景です。

((有有))ワタショウワタショウ



1010

1978年ヒマラヤ 2004年ヒマラヤ

地球温暖化の影響：氷河の変化地球温暖化の影響：氷河の変化

1996年7月東ブレッガー氷河
（北緯79度）

2005年8月東ブレッガー氷河
（北緯79度）

写真出所：ＪＣＣＣＡ写真出所：ＪＣＣＣＡ

((有有))ワタショウワタショウ



1111地球温暖化の影響：氷河の変化地球温暖化の影響：氷河の変化 ((有有))ワタショウワタショウ



1212地球温暖化の影響：氷河の変化地球温暖化の影響：氷河の変化 ((有有))ワタショウワタショウ



1313■■京都議定書での温室ガス削減目標京都議定書での温室ガス削減目標

京都会議で定められた主要国の温室ガス排出削減目標京都会議で定められた主要国の温室ガス排出削減目標

（（20082008年年～～20122012年の期間目標）年の期間目標）

日本は、１９９０年比、日本は、１９９０年比、
マイナス６％を約束マイナス６％を約束

20052005年年22月月1616日発行日発行

((有有))ワタショウワタショウ



1414■■日本のＣＯ日本のＣＯ22削減状況削減状況

●●ＣＯＣＯ22排出量は増加の一途排出量は増加の一途⇒⇒目標達成が困難に！目標達成が困難に！

●●特に家庭部門での排出量が４１．１％増と増加が顕著。特に家庭部門での排出量が４１．１％増と増加が顕著。

※※元データ出所：ＪＣＣＣＡ元データ出所：ＪＣＣＣＡ

((有有))ワタショウワタショウ



1515■■背景のまとめ背景のまとめ

長期優良住宅長期優良住宅

省エネ改正法省エネ改正法

住宅を長く大事に使う住宅を長く大事に使う

ＣＯＣＯ22排出を減らす排出を減らす

((有有))ワタショウワタショウ



1616

長期優良住宅普及促進法長期優良住宅普及促進法

((有有))ワタショウワタショウ



1717１１.. 長期優良住宅普及促進法長期優良住宅普及促進法 とは？とは？

『もったいない』の精神から・・・・

環境分野で初のノーベル平和賞を受賞したケニア環境分野で初のノーベル平和賞を受賞したケニア
人女性、ワンガリ・マータイさん。人女性、ワンガリ・マータイさん。
マータイさんが、マータイさんが、20052005年の来日の際に感銘が受け年の来日の際に感銘が受け
たのが「もったいない」という日本語でした。たのが「もったいない」という日本語でした。
環境環境 3R3R ++ RespectRespect ＝＝ もったいないもったいない
ReduceReduce（ゴミ削減）、（ゴミ削減）、
ReuseReuse（再利用）、（再利用）、
RecycleRecycle（再資源化）という環境活動の（再資源化）という環境活動の3R3Rをたったをたった

一言で表せるだけでなく、かけがえのない地球資源一言で表せるだけでなく、かけがえのない地球資源
に対するに対する
Respect(Respect(尊敬の念尊敬の念))が込められている言葉、が込められている言葉、
「もったいない」。「もったいない」。

ストック型の社会にする事で、環境負荷のストック型の社会にする事で、環境負荷の
低減が目指せる。これこそ、低減が目指せる。これこそ、

地球に住む人々の義務である！！地球に住む人々の義務である！！

((有有))ワタショウワタショウ



1818

◆平成１９年５月 『２００年住宅ビジョン』

１１.. 長期優良住宅普及促進法長期優良住宅普及促進法 とは？とは？

●超長期にわたって循環利用できる質の高い住宅ストックの形成
●個人財産としての価値のみならず、社会資産として承継する仕組

◆平成１８年６月 住生活基本法（住生活基本計画）

◆平成２０年４月 『超長期住宅先導的モデル事業』公募

◆平成２０年12月 『長期優良住宅普及促進に関する法律』

●自民党政務調査会 住宅土地調査会にて作成
●住生活基本法制定直後より、３つの小委員会を設置
●理念と、実現・普及に向けた１２の政策提言で構成

自分自身を客観的に見ることが
できるんです。

あなたとは違うんです。

((有有))ワタショウワタショウ



1919

ロングライフ化
技術の蓄積

土地神話の
崩壊から
住宅資産
価値の見直し

フロー型社会フロー型社会 ストック型社会ストック型社会

『つくっては壊す』に行き詰まり

いいものをつくって
きちんと手入れして
長く大切に使う

好機到来好機到来
少子高齢化・福祉負担増大

地球環境問題

１１.. 長期優良住宅普及促進法長期優良住宅普及促進法 とは？とは？

＜基本理念＞
■良質な住宅の供給・建設・改良・管理 ■ 良好な居住環境の形成
■住宅購入者の利益の擁護・増進 ■住宅の確保に特に配慮を

要する者の居住の安定の確保

◆平成１８年６月 住生活基本法 制定

住生活基本計画

((有有))ワタショウワタショウ



2020１１.. 長期優良住宅普及促進法長期優良住宅普及促進法 とは？とは？

いいものを作って、きちんと手入れして、長く大切に使ういいものを作って、きちんと手入れして、長く大切に使う

建替えかかる建替えかかる
費用の削減費用の削減

住宅の解体や除去に伴う住宅の解体や除去に伴う
廃棄物の排出を抑制廃棄物の排出を抑制

住生活向上住生活向上 環境負荷軽減環境負荷軽減

『『国民負担軽減国民負担軽減』』 『『国民資産の向上国民資産の向上』』

((有有))ワタショウワタショウ



2121■■長期優良住宅法の設立背景長期優良住宅法の設立背景

『『長持ちするいい家長持ちするいい家』』を普及を普及

①①日本の住宅寿命が短い日本の住宅寿命が短い ②②生涯収入に対する住宅生涯収入に対する住宅
購入コストが高い購入コストが高い

③③中古住宅流通が活発でない中古住宅流通が活発でない

－住宅の平均寿命比較－－住宅の平均寿命比較－

生
涯
収
入

生
涯
収
入

生
涯
支
出住宅住宅

その他その他
のｺｽﾄのｺｽﾄ

その他その他
のｺｽﾄのｺｽﾄ

住宅住宅

『『ストック社会ストック社会』』を実現させるを実現させる

((有有))ワタショウワタショウ



2222３．住宅の長寿命化による効果

①

②

③

④

①

②

③

④

建設コスト建設コスト
(50(50年年))××44

維持管理維持管理
コストコスト

(50(50年年))××44

解体コスト解体コスト
(50(50年年))××44

建設コスト建設コスト(200(200年年))

維持管理コスト維持管理コスト
(200(200年年))

２／３程度に縮減２／３程度に縮減

２割程度２割程度UPUP

200200年で７割年で７割DownDown

１割１割DownDown

地震による地震による
大規模修繕コスト大規模修繕コスト200200年年

在来型住宅在来型住宅 長期優良住宅長期優良住宅

住居費負担分が２／３に低減されることにより、より快適な暮らしの実現のために住生活
の向上や教育、福祉、余暇活動などに充てることが可能となる

①①住居費負担の軽減住居費負担の軽減

((有有))ワタショウワタショウ




